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養育者による育児支援者への相談と関連
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ついての検討～地方自治体の３歳児乳幼児
健康診査事業での問診票より～
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【目的】
我々は乳幼児健診において、Bio-Psycho-Socialな視点
から保健指導をするために、健やか子育てガイドと称す
る生活習慣、事故予防、親子の関係性を重視した問診票
と子育てのアドバイスを記したガイドを作成している。本
研究では子どもの生活習慣とメディアの活用状況には関
連があるという仮説の検証を目的とする。
対象と方法：4，5か月児健診303名、9，10か月児健診
259名、1歳6か月児健診674名、3歳児健診299名、5歳児
健診1269名の健やか子育てガイドの問診票を解析の対
象とした。生活習慣とメディア活用に関する項目の関連
性について、ロジスティック回帰分析を行った。
【結果】
乳児期では、睡眠や生活習慣とメディアの活用に関連は
なかった。1歳6か月児健診と5歳児健診では、就寝直前
まで動画を見ていることと睡眠の問題との間には有意な
関連があり、とくに5歳児では就寝直前まで動画を見る
頻度が高いと睡眠時間が短く（オッズ比1.56～2.56）、か
つ夜中の中途覚醒も多い（オッズ比1.79～2 .80）という
結果であった。そのほか、5歳では食事中のTVや動画視
聴、スマホでのゲームの頻度と睡眠の問題に有意な関連
があり、いずれもメディア利用の頻度と睡眠が短い、夜の
中途覚醒が多いことが関連していた。
【考察】
就寝直前まで動画を見ると光刺激によってメラトニンの
分泌が抑制され、寝つきが悪くなったり、夜中に起きや
すくなったりすると推定される。就寝直前まで動画を見
せることは、子どもの睡眠習慣を乱す可能性が示唆され
た。それは5歳児で顕著であり、5歳児では食事中のTV
や動画視聴やスマホでのゲームも睡眠の問題と関連して
いたことより、メディアの活用について保護者に情報を発
信することが重要であると考えられる。
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【目的】
乳幼児健康診査事業（以下、健診）では、こどもの健康
状況の把握に加え、家族も含めた支援対象者の把握が
求められている。必要かつ適切な育児支援を養育者へ
繋げる事を目的とし、3歳児健診時に収集している問診
票から、養育者による育児支援者への相談事の有無とそ
れに関連する因子について検討した。
【方法】
茨城県某市内で2016年1月1日から2017年12月31日の間
に生まれた子ども496人の3歳児健診における問診票を
解析対象とした。養育者による相談事の有無から2群に
わけ、カウプ指数、養育者の主観的評価による発達関連
因子、睡眠関連項目を含む生活習慣、一日の外遊び時間、
一日のマルチメディア使用時間、養育者の育児困難感に
おいて、相談事ありと関連する因子について解析した。
なお、本研究は茨城キリスト教大学倫理審査委員会の承
認を受け実施した。
【結果】
Peasonのχ2検定で相談事ありと関連する因子を検討した
結果、「名前を聞いても答えない」(p = 0.029, φ = - 0.098) 、
「困った癖がある」(p＜0.001, φ =0.202) 、「7時より後に起
きる」(p =0.015, φ =-0.111) 、「21時より後に寝る」(p =0.004, 
φ =-0.134) 「極端な偏食がある」(p=0.02, φ =0.105) 、「育
てにくさを感じる」(p＜0.001, φ =0.194) において、調整済み
残差より有意に頻度が多かった。ロジスティック回帰分析を
行い、相談事ありと関連する因子は、「困った癖がある」 
(OR=1.841, 95%CI :1.205-2.815, p=0.005) 、「7時より後に
起きる」 (OR=0.515, 95%CI :0.288-0.921, p=0.025) 、育て
にくさを感じる」(OR=2.302, 95%CI :1.426-3.714, p＜0.001) 
であった。
【考察】
本研究より、養育者自身による育児困難感を知ることが、
育児支援上重要であると示唆された。さらに、早寝早起
き、こどもの癖など、基本的な生活習慣の確立と子供の
発達上における養育者の違和感等を把握することが、
適切かつ必要な育児支援へ繋げるために重要であると
示唆された。
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【背景】
当院の保健師が実施する乳幼児健診における指導では、
乳幼児が健やかに成長するための生活習慣の構築、社会
性の獲得を目的とした保健師の視点からの育児指導を主
に行う。今回、近年の乳幼児の生活の現状、養育者視点
での育児の困難感を調査し、育児指導において必要な内
容の再考をしたいと考えた。
【目的】
乳幼児健診を利用する親子の生活状況を可視化し、今後
の健診・指導に反映させることを目的とする。
【方法】
2024年1月に健診を利用した患者のアンケートを用いてク
ロス集計を行った。
倫理的配慮：情報利用拒否をしなかった患者の電子カル
テ情報等を使用し、個人が特定できないよう加工した。
【結果】
3か月から4歳までの302名。男児135名、女児166名。
１．栄養：乳児期の完全母乳栄養の割合は約20％、3か月
児では混合栄養が全体の60％を占めた。離乳食は6か月
児で94％が開始し、1歳児の平均食事回数は3.8回であっ
た。食物アレルギーの懸念は全体の9％であった。1歳半以
降、約半数が子どもの食行動の特性を指摘し、4歳児では
全例が食事に何らかの配慮を行っていた。２．排せつ：約
20％が排便困難感を指摘した。３．睡眠：起床時間は平均
して7時頃であったが、就寝時間は20～22時と幅があった。
４．集団保育：1歳で約30％、2歳で約80％、3歳で100％の
子どもが利用していた。５．動画視聴：3か月児で約10％、
2歳児で約90％、3歳児では約70％と減少した。６．外傷：
3歳児が最多で約30％、次いで1歳児で約20％であった。７．
育児困難感：乳児期には20％前後、1歳から2歳では30％
前後が何らかの困難があると訴えたが、3歳以降には全員
が育児困難はないと回答した。
【考察】
・乳児早期から人工乳を利用し、離乳食の開始、完了への
移行は順調であり、従来の育児指導が有用と考える。
・乳児期からの集団保育の利用は少ない一方、動画視聴
が早期から始まっていることは、言語・社会性の発達への
悪影響が懸念される。健康的な精神発達を促すためには、
現代環境に見合った生活指導の工夫が必要と考える。
・排便困難や外傷既往のある乳幼児が一定数おり、指導
に積極的に取り入れる必要があるだろう。
【結語】
乳幼児健診における指導は、従来の内容に加えて、動画
視聴、排便習慣、事故予防に関する内容を積極的に取り
入れる必要がある。
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【緒言】
山口県宇部市では、2016年度から生後2週間新生児相談
事業（2週間健診）を開始した。山口大学医学部附属病院
（以下、当院と略）は常勤小児科医が勤務する宇部医療
圏唯一の施設で、地域の医療に貢献することも使命の一
つである。このたび、山口県宇部市における2週間健診の
有用性を検討したので報告する。
【方法】
2016年4月から2022年3月までの期間に当院小児科外来に
紹介された新生児208名を対象に、カルテよりデータを抽
出して後方視的検討を行なった。本研究は当院倫理委員
会承認後(No. 2022-099)に実施した。
【結果】
小児科開業医からの紹介で当院を受診した新生児186名
のうち、地元の小児科開業医で2週間健診が行われ要精
査と判断された新生児は38名であった（A群）。A群の主
な紹介理由は、心雑音（n=25）、消化器症状（n=4）、黄疸
（n=3）、その他（n=6）であった。A群の心雑音で紹介さ
れた25名の診断は、心室中隔欠損症（n=5）、心房中隔欠
損症（n=5）、肺動脈弁狭窄（n=3）、完全型房室中隔欠
損症（n=1）、大動脈弁狭窄症（n=1）、大動脈肺動脈窓 
（n=1）、動脈管開存症（n=1）、無害性雑音（n=8）であ
った。また、黄疸が持続した2名の新生児のうち、1名は胆
道閉鎖症と診断された。2週間健診以外で当院を紹介受
診した新生児は148名であった（B群）。B群の紹介理由は、
新生児マススクリーニング検査二次精査目的（n＝31）、心
雑音（n＝29）、発熱（n＝25）、呼吸器症状（n＝17）、外性
器異常（n＝11）、消化器症状（n＝14）、皮膚症状（n＝9）、
腎盂拡大（n＝8）、神経学的症状（n＝3）、遷延性黄疸（n
＝2）、その他（n＝5）であった。AB両群間で紹介日齢、妊
娠期間、出生体重、性別に有意な差はみられなかった。心
雑音が聴取された25名のうち5名の児(A群4名、B群の1名
)は心不全と診断され、利尿薬投与、パリビズマブ注射な
どの医療的介入が必要であった。
【考察】
山口県の先天性心疾患の胎児期診断率は他県に比して低
いと報告されている。心疾患の早期発見のためには宇部
市だけでなく、山口県全体で2週間健診を実施することが
有用ではないかと考えられた。
【結語】
宇部市2週間健診は先天性心疾患の早期発見に有用で、
山口県全体での実施が望まれる。
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